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研究成果の概要：暮らし方による暖冷房使用期間の変更による省エネルギー効果は，次世代モ

デルでは暖房で最大 17％，冷房で最大 32％ ，無断熱モデルでは暖房で最大 27％，冷房で最大

28％ であること推定された。また，補助暖冷房器具を併用した場合の省エネルギー効果は，次

世代モデルでは暖房で最大 27％，冷房で最大 22％ ，無断熱モデルでは暖房で最大 27％，冷房

で最大 37％ であると推定された。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

2007 年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

2008 年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

年度  

  年度  

総 計 7,600,000 2,280,000 9,880,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学一般 
キーワード：温暖化，住宅，ライフスタイル，省エネルギー 
 
１．研究開始当初の背景 
 生活科学的視点からの温暖化対策として
は，増大を続ける民生用エネルギー消費量
の削減が重要である．地球レベルの問題で
はあるが，一般市民が日常生活の中で取り
組める対策も少なくない。特に家庭用エネ
ルギー消費量の 30％以上を占める暖冷房
エネルギー消費量の増大を防ぐことは，た
いへんに重要である． 
 政府の温暖化対策要綱でもライフスタイ
ルの変更による対策への期待が大きいが，
一方でその効果に関しては疑問も強く，ラ

イフスタイルの変更による対策の効果予測
に関する研究活動が求められている。 
 人間の生活の中には，体温調節のための
行動がいろいろと見られるが，その中には，
省エネルギー対策として，見直すべきもの
が少なくない。生活水準をあまり下げない
で，省エネルギー対策として有効なものを
とりあげて，効果を実証することは，今日
の情勢において有益である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，夏の通風や扇風機の活用，冬



の採暖器具の活用，以上による暖冷房期間
の短縮，および視覚・聴覚刺激による寒暑
の感覚の緩和による省エネルギー効果に注
目して，以下の課題に取り組むものである。 
 
 (1) 実態調査による暖冷房器具使用実態お

よび温熱環境実態の把握 
 (2) 視覚・聴覚刺激による心理的効果の推

定 
  (3) 行動性の体温調節を考慮するための体

感温度の推定精度の向上 
 (4) 暮らし方の違いによる年間暖冷房エ

ネルギーの低減効果のシミュレーションに

よる推定 
 (5) 生活科学的な視点からの考察 
 
３．研究の方法 
(1) 実態調査 
①京都市内の賃貸集合住宅を対象として，夏

期の住まい方と意識に関するアンケート調

査を行った。期間は 2006 年 8 月〜9 月で，

ポスティング配付，郵送回収とした。 
②夏期と冬期の各熱環境調節機器の使用に

ついてのアンケート調査を 2回にわけて行っ

た。調査対象地域は京都市内の北白川，西陣，

洛西の 3地域とし，調査対象住戸は戸建住宅

とした。配布回収方法は，訪問配布，郵送回

収とし，訪問時に不在の場合にはポスティン

グ配布・郵送回収に変更して行った。夏期調

査を 2007 年 10 月中旬から 11 月中旬，冬期

調査を 2008 年 5 月中旬から 6 月上旬に行っ

た。 

(2) 視覚・聴覚刺激による心理的効果 
 本課題では、特に複合環境評価における効

果のメカニズムについてより詳細に検討す

るために、以下の 4つの実験・分析を行った。 
 ①：23.0℃（寒不快）、27.0℃（熱的中立）、

31.0℃（暑不快）の 3 段階の温熱条件下にお

いて、壁面の色彩を暖色・寒色に加工した住

宅室内画像を呈示し、被験者の眼球運動を測

定した。被験者は 12 名の男子大学生であっ

た。 
 ②：①の追実験として、特に 27.0℃、31.0℃、

34.0℃の高温側不快温熱条件下において 同
様の住宅室内画像、および環境音として「風

鈴の音」を呈示し、被験者の眼球運動を測定

した。被験者は 8 名の男子大学生であった。 
 ③：温熱・視覚・聴覚要因による複合環境

評価に関する既報のデータを用いて、共分散

分析により再分析を行った。これらの既報で

は温熱要因として 21.0℃〜34.0℃の室温を、

視覚要因としてスライド画像および色彩（暖

色・寒色）を、聴覚要因として 6〜7 種類の

環境音を用いていた。 
 ④ 3 段階の温熱条件（夏期 27.0℃、31.5℃、

34.5℃、冬期 19.5℃、22.5℃、27.0℃）と色

彩条件（夏期は寒色、冬期は暖色）の複合環

境において、教示によって被験者の注意をコ

ントロールすることを意図し、「教示を与え

ない」「温熱環境に注目」「色彩に注意」の 3
種類の教示条件を設定し評価実験を行った。

被験者は夏期・冬期合わせて149名であった。 
 (3) 体感温度推定精度の向上 
人体の伝熱面積の実測：体表面積の直接採取

には、サージカルテープを直接体表面に貼付

し、その被覆に要したテープの面積を測定す

る方法を用いた。次に、伝導伝熱面積の実測

には藏澄らの透明フィルム透写法を用いた。

次に、対流伝熱面積の実測には藏澄らの体表

面塗布法を用いた。そして、放射伝熱面積の

実測には堀越らの写真撮影法を用いた。立位

と椅座位、正座位、胡座位、横座位、立て膝

位、投げ足位、側臥位、仰臥位姿勢における

伝熱面積率を直接測定により求めた。 
  人体の熱伝達率の実測：サーマルマネキン

と温熱環境とを定常状態に保つことで、局所

の放射熱伝達量と局所の総合熱伝達量を、そ

れぞれ放射束センサと熱流束センサを用い

て直接実測する方法を用いた。 
(4)  シミュレーションによる推定 
 住宅用熱負荷計算ソフト SMASH for 
Windows Ver.2 を用いた。 
 
４．研究成果 

 (1) 実態調査の成果 
 夏期の集合住宅居住者の調査の知見 

① 夏期の理想の熱環境調節手法は窓開放に

よる自然通風を含む熱環境調節手法を望む

居住者が半数以上であった。 

② 窓を閉じて生活することへの抵抗感が『非

常にある』と答えた回答者は，朝が最も高

く，睡眠中は最も低かった。抵抗感を感じ

る理由としては，『自然風を感じられない』

『熱がこもる』の回答率が高かった。 

③ 多くの居住者が『窓開放』を理想としてい

るが，就寝時と睡眠中には行えていない。 

④ エアコン使用時間調査の結果をクラスタ

ー分析を行い，居住者を6つの型に分類した。 

⑤ 各型で理想の熱環境調節手法の傾向は異

なり，エアコンを使用しないⅠ型は『W(窓
開放を行い，自然通風による熱環境調節)』
の回答率が45%以上あり，エアコンを多く使

用するⅡ型は『A(エアコンによる熱環境調

節)』『F+A(扇風機とエアコンの同時使用に

よる熱環境調節)』『W+A(自然通風とエア

コンの同時使用による熱環境調節)』を合わ



せた回答率が60%とエアコン使用を求める

居住者が半数以上であった。 

⑥ 冷房使用開始時期が早い居住者ほど暑が

りであり，冷房に対する苦手感が小さい。 
⑦ 冷房使用開始時期が早い居住者ほど冷房

使用時間・期間が長く，扇風機使用時間が短

い。また，扇風機使用習慣が冷房使用開始時

期を遅らせる可能性，冷房使用期間を短縮す

る可能性も考えられた。 
⑧ 開始時期が早い居住者ほど快適な温熱環

境の実現を優先し，遅い居住者ほど節約した

生活を優先していた。 
 京都市の戸建住宅を対象とした調査の知見。 
⑨ 夏期の冷房使用率は 92％，冬期の暖房使

用率は 98%であった。使用率 50%基準の時，

冷房の開始時期は 7月上旬，終了時期は 9月

下旬，冷房使用期間は約 90 日であった。暖

房の開始時期は 11 月中旬，終了時期は 4 月

中旬，暖房使用期間は約 150 日であった。 

⑩ 夏期のエアコン(冷房)と扇風機の開始時

期が早い世帯では，終了時期が遅く，使用頻

度が高く，使用時間が長い傾向が見られた。

冬期のファンヒーター，エアコン(暖房),電

気ストーブ，床暖房，電気カーペット，コタ

ツにも同様の傾向が見られた。しかし，スト

ーブ，加湿器では使用頻度のみ結果が異なり，

相関関係が見られなかった。 

⑪ 夏期の扇風機を併用する世帯はエアコン

(冷房)単独使用世帯との間に，「使用頻度」，

「使用時間(平日)」，「使用時間(休日)」に有

意な差が見られた。冬期には、エアコン(暖

房)のコタツ併用世帯はエアコン(暖房)単独

使用世帯との間に，「使用頻度」に有意な差

が見られた。いずれの場合も「使用期間」へ

の影響は見られなかった。 

 
(2) 視覚・聴覚刺激による心理的効果 
①より、中程度暑不快な温熱条件において、

寒色がより多く、長く注視され、一方中程度

寒不快な温熱条件においては、暖色がより多

く、長く注視される傾向が示された。この傾

向は追実験として行った②においても確認

された。これらの結果より「人は温熱的不快

感を軽減するために、暑いときには寒色を、

寒いときには暖色をより多く見る」との仮説

が支持されたと考えられる。 

 また、②においては「風鈴の音」を対象と

して環境音の効果を検討し、特に中程度不快

温熱域において「風鈴の音」を呈示すること

により、上記の傾向が顕著に現れることを明

らかにしている。 

 ③では「温冷感」評価と「寒暑の印象」評

価における回帰式勾配の違いから、「寒暑の

印象」では複数の環境要因に注意が配分され

ており、呈示される環境要因が多くなるにつ

れて個々の要因に配分される注意資源が減

少することが示された。ただしこの配分は与

えられる要因の種類、また刺激の内容によっ

ても異なる。 

 上記の研究が複合環境における受動的な

注意の方向を検討したのに対し、④では教示

によって被験者の注意をコントロールする

ことにより、特定の要因に注意が向けられた

時の複合環境評価の特性が検討されている。

特に色彩に注意を向けた条件では、夏期に寒

色を呈示することによってより「涼しく」、

また冬期に暖色を呈示することによってよ

り「暖かく」感じられることを示されている。

また、この効果は熱的に不快な温度条件にお

いても有効であった。 

 
 (3) 体感温度推定精度の向上 
 対流伝熱面積率は、放射伝熱面積率よりも

大きな値となることを明らかにした。また、

対流伝熱面積は人体の全体表面積よりも小

さな値となることを実測により実証した。立

位や椅座位でも体表の多くの部分が気流に

開放されておらず、熱平衡式には有効対流面

積率が不可欠な要因となることを実証した。 
 放射伝熱面積率については、姿勢の違いに

よる伝熱面積の違いを明らかにすることで、

体表面が接触したり、体を屈曲させる姿勢の

放射伝熱面積は、立位姿勢と比較して小さく

なり，姿勢の影響が顕著であることを明らか

にした。 
 伝導伝熱面積率については、立位や椅座位

姿勢を除き熱授受量を定量的に把握するこ

とが困難であったが、体表部位毎の面積比を

明らかすることで伝導熱授受量の定量化を

可能にした。 
 人体の熱伝達率については、立位(大気開放, 
床面接触)と椅座位(大気開放, 椅子座面・椅子

背凭れ面・床面接触)、胡座位(床面接触)、投

げ足位(床面接触)、仰臥位(床面接触)の 7 つの

姿勢における人体全身の熱伝達率をサーマ

ルマネキンを用いた実測によって求めた。 
 対流熱伝達率については、姿勢別の人体の

対流伝熱面積により修正された平均皮膚温

と気温との温度差を駆動力とした人体全身

の自然対流時における対流熱伝達率の回帰

式を姿勢別に提案した。床面との接触が存在

する部位の局所の対流熱伝達率は小さく、対

流に対する表面の開放度が大きな部位が大

きくなる傾向を明らかにした。対流伝熱面積

を考慮した修正平均皮膚温と気温との温度

差が大きくなるといずれの姿勢とも対流熱



伝達率は大きくなる傾向を示した。体表面と

床面との接触による影響が顕著に示される

ことを明確にした。 
 放射熱伝達率については、姿勢別の人体の

放射熱伝達率を提案した。部位表面との接触

や相互の距離に加えて、床面との接触による

影響が顕著に現れることを明らかにした。 
 
 (4)  シミュレーションによるエネルギー

の低減効果の推定 
 生活実態を反映した暖冷房スケジュール

等を用いシミュレーションソフトによる計

算を行い，以下の結果を得た。 

1)暖冷房使用期間の異なる暖冷房スケジュ

ールを用い省エネルギー効果に関する計算

を行った結果，次世代モデルでは暖房で最大

17％，冷房で最大 32％ ，無断熱モデルでは

暖房で最大 27％，冷房で最大 28％ 削減でき

る可能性が示唆された。2)補助暖冷房器具を

併用した場合の暖冷房スケジュールを用い

省エネルギー効果に関する計算を行った結

果，次世代モデルでは暖房で最大 27％，冷房

で最大 22％ ，無断熱モデルでは暖房で最大

27％，冷房で最大 37％ 削減できる可能性が

示唆された。3)住宅性能によって消費エネル

ギーや暖房と冷房の占める割合は異なるが，

いずれの住宅でも住まい方変更による省エ

ネルギー効果の可能性が示唆された。 

 但し，本研究では，視覚・聴覚要因の心理

的効果の推定は，十分にできていないので，

今後の課題として残された。 

 

(5) 生活科学的な視点からの考察 

①日本の伝統的な住まいは、畳の上に座して

暮らす「ユカ座」式であったが、第二次大戦

後の近代化洋風化の流れのなかで、洋室化と

イス座化が進行した。とりわけ、洋室の居間

（リビングルーム）は、家族生活の中心的な

場として広く普及している。このリビングル

ームでの暮らし方の実態を既存調査から把

握し、省エネルギー的ライフスタイルとのか

かわりを検討した結果、以下の知見が得られ

た。 
②家族生活の中心的空間であるリビングル

ームは、「話をする、ＴＶを見る、音楽を聴

く、家事をする（洗濯物たたみ、家計簿つけ

等々）、子どもが遊ぶ・勉強する、新聞や雑

誌を読む、着替えをする」等々、様々な行為

に使われる多目的空間である。広さとの関係

では、リビングルームが広いほど多目的性は

増す。これらの行為には、各々にふさわしい

姿勢と起居の様式―イスに腰掛けたり、ユカ

に座ったり、寝ころんだりなど―が採られて

いる。 
③しつらえの点でも、座面の低いソファ類を

置き、ユカに座っても使える低めの机やコタ

ツ机を用いる例が多い。イスやソファ類の配

置では、応接間風の対面型は少なく、壁面等

に一列に並べる一列型、Ｌ字に並べて真ん中

を空けるＬ字型など、ユカ面を広く使える方

式が主流である。ユカに座る部分には、フロ

ーリングの上にカーペットを敷くなどして、

体との接触部分をソフト化する傾向もみら

れる。イス座とユカ座を併用するこういった

暮らし方は、四季を通じて行われているが、

冬季には、コタツやホットカーペットを用い

て、床面の暖かさを確保する例も多い。 
④以上のように、リビングルームでは、ユカ

座式の行為が多く行われている実態がある。

一方、本報告書では、コタツやホットカーペ

ットなど補助器具を使用すると省エネルギ

ー効果が上がるとの試算がなされている。こ

の二つの結果から、私たちが日頃行っている

ユカ座式の暮らしは、床面仕上げの工夫や敷

物の利用、床面採暖方式の工夫などによって、

日頃の生活水準を下げることなく行える省

エネルギー的生活様式の一つであることが

わかった。 
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